
                       ＜参加メンバー＞ ３人（男性のみ）       ＜天 候＞ 晴れ
 

＜ コ ー ス タ イ ム  ＞ 

能勢電鉄妙見口駅 9：55 発 ― 10：40 高代寺 10：50 ― 11：

10 高代寺山頂付近 ― 12：00 登山道分岐 ― 12：20 ﾗﾝﾁﾀｲﾑ

12：40 ― 13：10 黒川集落付近の車道 ― 13：30 知明湖 ― 

14：00 山空海温泉 15：00 ― 15：35 坂井峠・土砂崩れ現場 ― 

16：05 清水橋バス停 

＜ 山 行 の 概 要 ＞ 

Ｓ氏が大阪に源泉かけ流しの隠れた秘湯？があるのを発見し、山岳

会としては温泉だけではいかんので、無理矢理に山もくっつけて計画

した。妙見口から高代寺山を登り、里山で有名になった黒川集落へと

抜けて、知明湖の上流にある山空海温泉をめざすルートである。 

高代寺山はルートがはっきりせず、ピークを踏まずに終わったが、

山空海温泉は人の好みによるが、なかなか良いところであった。 

 

     

１．能勢電鉄妙見口駅前を出発する  ２．駅からすぐに妙見山への道から左へとル
ートをとる 

 ３．しばらく田舎道を進む 

     

４．旧道との分岐と解説板  ５．旧道の石の道しるべ  ６．高代寺参道六地蔵 

 

 

 

 

 
７．石積みの階段状の道を進む  ８．谷に広がる棚田  

耕作放棄地となってい た 
 ９．高代寺へと続く車道との出合 

 

 

 

 

 

１０．車道を進み、高代寺に到着               １１．下りはコケに覆われた道を進んだ       １２．高代寺山頂近く   
ピークはどこか分らなかった  

                         
 

 



 

 

 

 

 

１３．高代寺山からのルートがはっきりせず、いろ
いろ探して何とかルートを見つけた 

 １４．黒川集落へ抜ける道は、台風の影響で
倒木が多く、表土が水に洗われて礫が
ごろごろであった。荒れていて歩きにく
かった 

 １５．川西観光協会の道標 

 

 

 

 

 

１６．黒川集落の車道に出た。これからは車道を
歩いていく 

 １７．知明湖に架かる橋をわたり、川沿いに
上流をめざす 

 １８．思ったより早く山空海温泉の看板が現れ
た 

     

１９．温泉の案内看板  ２０．川のへりを 100ｍ程歩く  ２１．受付のおっちゃんに 800 円也の入湯料を
払う  ビールは 300 円で売っていた 

  

 

  

２２．これが山空海温泉の建物   
粗末な建物ではあるが泉質は抜群 

 ２３．今年夏の水害の後、浴槽は改修してお
り、清潔であった。評判どおりの硫黄臭
がする源泉かけ流しで、なかなか良い 

 ２４．帰りは坂井峠を越えて、清水橋バス停へ
と目指すが、温泉のおっちゃんが言ってい
たとおり通行止めとなっていたが、突破？し
て進んだ 

  

 

  

２５．夏の大雨で法面の擁壁が崩れていた        ２６．阪急バスの清水橋バス停に到着 
                                      山空海温泉はまた行ってみたいところである 


